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「仁愛大学データサイエンスプログラム」（構成科目「情報基礎」、「データサイエンス基礎」）につい

て、次のとおり自己点検・評価を行った。 

 

１．プログラムの履修・修得状況  

令和6年度から開始した「仁愛大学データサイエンスプログラム」（以下、「本プログラム」という。）

について共通教育専門委員会において、本プログラムの履修状況および単位修得状況の把握・分析を実

施した。 

令和6年度においては、学科毎に差はあるものの全体で63.0％のプログラム修了の状況にある。ただ、

子ども教育学科にあっては2割台に留まっており、他学科とは相対的に履修率が低い。当該学科は、統

計分野につき専門領域との相関が他学科より認識しづらいものの、自身の職業選択において当該学修が

有用であることを認識してもらうための取り組みなどを行い、履修率の向上に向けた検討が考えられる。 

なお、詳細については、以下のとおりである（学生数R6.5.1現在）。 

 

本プログラム修了状況 ：  

・１年前期「情報基礎」：    

学生数（5/1）履修     修得      履修／修得 

  心理学科                   58名中     58名（100％）  50名（86.2％） ［86.2％］ 

  コミュニケーション学科   66名中    63名（95.5％） 58名（87.9％） ［92.1％］ 

  健康栄養学科        62名中     60名（96.8％） 54名（87.1％） ［90.0％］ 

  子ども教育学科             49名中     49名（100％）  41名（83.7％） ［83.7％］ 

 

・１年後期「データサイエンス基礎」： 

                学生数（5/1） 履修     修得           履修／修得 

  心理学科                     58名中     44名（75.9％） 40名（69.0％） ［90.9％］ 

  コミュニケーション学科   66名中    62名（93.9％） 55名（83.3％） ［88.7％］ 

  健康栄養学科         62名中    53名（85.5％） 43名（69.4％） ［81.1％］ 

  子ども教育学科             49名中     14名（28.6％） 14名（28.6％） ［100.0％］ 

 

●プログラム修了者（2科目修得）： 235名中 修了148名（63.0％） 

学生数（5/1） 修了 

心理学科                     58名中     40名（69.0％） 

コミュニケーション学科   66名中    52名（78.8％） 

健康栄養学科         62名中    42名（67.7％） 

子ども教育学科            49名中     14名（28.6％） 

 

 

２．学修成果  

本プログラムを構成する科目の授業評価、本プログラムアンケート等を分析することで全体的な学修成

果を把握し、これらの結果を本プログラムの改善に活用している。 

 授業評価にあっては、学期中にLMS（学習管理システム）若しくは対面により実施する「中間授業評価」

によって学生からの授業への改善要望を把握している。また各学期末には「学期末授業評価」を実施し、

授業の内容、方法及び総合評価を実施しており、各授業の全体的な理解度を把握している。 

 

●学期末授業評価（授業の内容、授業の方法、総合評価） 

授業における総合評価 

15．この授業を受講して、全体として満足している 

①全くそうでない ②ややそうでない ③どちらともいえない  ④ややそのとおり  

⑤全くそのとおり 

 

 「データサイエンス基礎」における学期末授業評価においては、「授業における総合評価」の平均が、い

ずれのクラス（各学科2クラス計8クラス）でも、5段階で4.00程度であり高い満足度が示されている。 
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また「データサイエンス基礎」の第14回又は第15回において、受講者全員に対して案内した本プログラム

アンケートは Microsoft Formsを用いて実施し、「このプログラムを通して、「AI」や「データサイエンス」

のイメージは変わりましたか？ 授業を受けての感想 なども自由に書いてください」との設問の結果、「今

まで自分では扱いづらいものとしてとらえていたものが、理解できるようになった」、「正しく学んで活用

すると、すごく便利」等、データの活用に関し好感をもつ意見が数多くみられた。 

このことから、社会に求められるデータやAIの背景、仕組みや活用事例等、実際にAIを使うことに対す

る関心が高まっていることがわかる。これらの分析・検討結果に基づいて、プログラムの評価・改善を行

い、より良いプログラムを提供することを目指す。 

今後、更に収集したデータを分析し、課題を明確化することで授業改善に役立てる予定である。また、

これによりプログラムの質を向上させ、学生の学修効果をさらに高めることを目指す。 

 

３．学生アンケート等を通じた学生の内容の理解度 

本プログラム受講者に対して、アンケートを実施し理解度を分析している。本プログラム受講後、「こ

のプログラムを通して、データの取り扱い方や読み取り方、AIの活用方法等、データサイエンスの基礎に

関して、理解できましたか？」というアンケートを実施した結果、「理解できた」19.6％、「どちらかとい

えば、理解できた」56.1％、「どちらかといえば、理解できなかった」20.9％、「理解できなかった」

3.4％と、全体的に理解度は高い。 

興味・関心が薄い学生層に対する動機付けや理解度の向上のため、授業内容の工夫が必要であると考

えている。これらの結果を踏まえ、引き続き受講生の傾向を把握し、適切な授業内容や難易度の設定が必

要である。急速に発達したデータサイエンスやAIに関する技術などについて扱い、学生のニーズを踏まえ

ながら、学修意欲を喚起しプログラムの質を向上させる取り組みを継続することで、今後の理解度の向

上を目指したい。 

 

 

● 全体・学科毎の回答 

 

 
 

 

 
 

４．学生アンケート等を通じた後輩等他の学生への推奨度 

本プログラムアンケートによると、「全国の学生にデータサイエンスの学びが求められる現在、このプ
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ログラムを後輩にも推奨しますか」という設問に対し、「推奨します。」53.4％、「どちらかといえば、推

奨します。」44.6％、「どちらかといえば、推奨しません。」2.0％、「推奨しません。」0％と、全体的に

肯定的な回答が多く、一定の評価が得られたと判断できる。全体的に推奨度は高い。ただ、健康栄養学科

や子ども教育学科では、「推奨しません」や「どちらかといえば推奨しません」という回答は無かったも

のの、「推奨します」との回答に比べ、やや「どちらかといえば、推奨します」との回答が多かった。デ

ータサイエンスやAIに関するトピックスについても取り入れ、実践的な演習を増やすことで推奨度の向上

を目指す。 

 

 

● 全体・学科毎の回答 

 

 
 

 
 

５．全学的な履修者数、履修率向上に向けた計画の達成・進捗状況 

令和6年度入学生から本プログラムを開始したが、当該学年についての履修率については、上記「１.プ

ログラムの履修・修得状況」に記載の率を達成している。 

学生に対する本プログラムの修了の促しについては、学生支援センターから、履修年次である1年生の

前期及び後期のガイダンスにおいて資料を用いて説明を行い修了を推奨している。 

また、各授業担当者側から、プログラム構成科目の前期「情報基礎」（必修）内において、後期「デ

ータサイエンス基礎」の修得により、本プログラムを修了するように促している。 

このほか、令和6年度に本学附属図書館においてデータサイエンス・統計等の関連書籍の充実を図り

（約70点）、学生の同分野に対する関心の向上や、調べ学習に応える体制を整備している。 

なお、本学学生向け及び対外的に、本プログラムの到達目標やプログラム修了要件、構成する科目を、

本学Webページに公開しており、いつでも閲覧できるようにしている。 

公開先URL：https://www.jindai.ac.jp/datascience/ 

 

６．プログラム修了者の進路、活躍状況、企業等の評価 

現時点において本プログラムの修了者は全員在学中であり、進路は決定していない。 

本プログラムは初年次に配置しているものの、各学科で学ぶ統計・データ等を扱う専門科目に繋がる基礎

的内容であると言える。そのため、各学科での専門分野を学び就職する先においても、本プログラムで学ん

だ知識・スキルが活きるものと考えている。 

 

７．産業界からの視点を含めた教育プログラム内容・手法等への意見 

https://www.jindai.ac.jp/datascience/
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本プログラムを修了した卒業生を現時点で輩出していないため、今後、キャリア支援センターとも連

携し、就職先の企業へのアンケート等を通じて情報収集に努めていくとともに、プログラム改善に向け

て検討していきたい。 

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム北信越ブロックに連携校として加盟しており、

コンソーシアムで開催されているイベントや研修会での民間企業・団体の声を参考に、本プログラムを

構築し、点検・評価できるようにしている。 

 

８．数理・データサイエンス・AIの「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理解させることについて 

数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラムを参考に、身近な社会における実

例を授業で紹介することで、学ぶ意義や楽しさを理解させることに努めた。また、授業アンケート結果を分

析し授業の工夫・改善を行っている。 

 

９．内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とすることについて 

授業の内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業を実現するために、受講後のアンケ

ートや授業評価の結果を共通教育専門委員会で分析し、学生が理解しやすく興味を持てる授業への改善

を行っていく。 

当該内容をもとに授業担当者間で共有し、最新の事例を取り入れて、授業をより実践的かつ理解しや

すくする予定である。 

プログラム構成科目は学科毎に2つに人数を分けてコンピュータ室で実施している。コンピュ

ータ室は3部屋、パソコンは計164台と受講者に対して十分な数を配備している。また令和6年度

に部屋全てのパソコンの更新を行っており適切な設備環境のもと授業を実施している。 


